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はじめに「「中国労働者の 「やる気」
1)
千石 保は,中 国 にお け る給料 は,平 均,月 約5,00011],日本 の20分の1か,30分 の1の 安 さであ
ると紹 介 した上 で(1988年現在),「魅 力あ る労働 事情 といわねばな らな い」 と述 べてい る。'しか
し 「仮に人件費 が20分の1と して も,生 産性 が 日本 の20分の1だ とす ると,こ れは意味 がない。一一
般 的に い って,生 産性 を比較 す るな らば,長 春 の第 一一i自動車 工場 が,日 本 の 自動車会 社の4分 の1
とい う具合 に極 めて低い。……(中 国 の)雄 鹿性 をkげ るための方策 はただ1っ,や る気 を高め る
こ とで しかない。限 られた資材 や電 力の もとで,生 産性 を上げ るには,も っと働 くこと,も っと合
理 的 に仕 事 をす ることであ る」 と強調 している。
2)
確か に,わ れわそが北京市内 の国営工場 を見学 した ときに も,勤 務時間 中,新 聞 を読ん でいる も
の,床 に坐 って雑談 してい る もの,工 場 の隅 で昼寝 を してい る もの,日 本 の企業 では まった く信 じ
られな い勤務態度 には驚か され た。
表1は,千 石保 らが,1987年2月に 日中青年労働者約4,000名に実施 した調査 の一部結 果であ る。'
中国 のサ ンプルは(数 については触れ ていな い),困 営の比較的 大 きな 組織 であ る モー ター製造工
場,自 動 車組 立て工場,冷 蔵庫 製造工場 製紙 ダ ンボール工場,デ パ ー トの5組 織 か ら選択 された
とい うことで ある。調査 の結果,や る気 の 「インセ ンテ ィブ」 と関連 してい る42項目と,よ く働 い
てい る人物(つ ま りや る気 のあ る人物)と の順位相 関 の結果 を要約 してい る。 そこで,わ れわれは,
順位1か ら10まで と,生 産性 と関係 す る他 の項 目を リス ト化 した。 ここでは,圧 倒的 に,本 人 を有
能 と評 価 して くれ,生 産的 な労働者 と考 える職場 が,.もっと も高い相 関係数 を示 してい るこ とが理
解 される。 ただ し,生 産性 を胸上 させ るた め,労 働者 が強い関心 を もっている 「職場 」については,
42項目中,26位であ ることが理解 された。
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表1や る気の 「インセンテ ィブ」 とや る気のあ る 「人物」 との順位相関
一 中国青年労働者 の場合
順位 「労 働 意 欲」 棚'㌦ 順接籔関
1.あ なた を役 に立 ち,生 産的 だ と考 えて くれる職場ですか
2.他 人か ら導敬 され る仕事ですか
3.重 大な ことを決 めるのに,発 言権 のある職場ですか
4.そ こで働 くことを,誇 りに した くな るような職場 ですか
5.重 要なことをした り,創 り出 した りす る職場での仕事 ですか
6.創 造力を求め られ る仕事 ですか
乳 挿 しろ唯 事で勢 、
8.責 任 の重 い仕事kす か
9.他 人の仕事で も進 んで引き受けて,全 員が頑張 っている職場ですか
10.早 く昇進す る機 会のあ る職場ですか ・'.
13.よ く働けば,た くさん賃金の もらえる仕事ですか
16.他人 よ りよ く働 けば,優 先的に何 かの特典が もらえる職場 ですか
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表1で 理解 され,興 味 のあ る点は,順 位1が,r有 能で,生 産的な人材 と評価iして くれ る職場」
k・あ る。 ところが,順 位26は,「労働者 の側 か ら,自 主的,主 体的 に生産性 向上の ために,無 関心
でおれな い職場」 とい うことで,ま った く評価 の方 向の異 な る点であ る。 能 力のあ る,す ば らしい
労働 者がいた とす ると,.前者は 「高い評価 を して くれ る職 場」 で,後 者は その労働 者が,生 産性向
上 〃)ために,い かに 「働 きがい のあ る職場」 として評価 してい るか,で あ る。 そ'こで'中国では,い
かに生 産性 向上の職場 に対 し,強 い関心 が示 されず,順 位 が低 いか に注 口され る。 ただ順位10のう
ち,5つ まで もが,尊 敬 され る仕 事,重 要な職 場の仕事,創 造 力の必要な仕事,お もしろい仕事,
責任 の ある仕事,とr仕 事」 に高 い評価 を与 えて い る点,今 後 の企業管 理 に一一sつの方 向性 が明確 に
さ れ'る 。.
お れわ れは,企 業改革いかん によ っては,'決して中国企業 の生産性向上 は不 可能 とは考 えていな
、、。 舳}£ ・88。年 代 財_ス トラiJアで 中 欧 コ ミ。ニ テ,一 の状 雍 「二 。_.サ ウ ス.ウ ェ
ルズ植民地 議会」 に提出 された報告書 があ るが,「 中国人労 働者が1ヨ ーー ロ ッパ人 よりも長時 間働
小たこ とは事実 であ る。 ……中園人 は朝食時,夕 食時 それぞれ30分の休憩 を除 いて,夏 には朝 の6
時 か ら夕方 め6時 まで働 いた」 と紹介 した上 で,「 中国人 を世界で最 も勤 勉t.』人種 と呼ん でいるほ
どであ るゴ と強調 して いる点 であ る。
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生産性に関する検討
生 産 性 に つ ・・て,D・u・k・r,P.は5つの 次元 力・あ る と述 べ ざ1そ の5次 元 とは,
L生 理的 次元
個 人には,独 自のス ピー ドの型,リ ズム,注 意 力,忍 耐 力 とい うものがあ る。 生産性 を向上 させ
るには,個 人 レベルで生理的 次元 を考慮 す る こと
2.心 理 的次元
仕 事は・ 「性格 の延長」 であ り,「仕事 は 自己実現」 の反 映 といえ る。 自尊 心の維 持,価 値観 〃)追
求 な ど,生 産性は,人 間性 を測定 す る手段 と もい える。
3.社 会的 次元
仕:事は一入 で達成 できな い。作 業組織 や職場集 団の一員 と して,人 間関係 を維 持 し,地 域社会 と
の結 びつ きを もつ。生産性 は,集 団凝集性 の観点か ら算 出す ることが可能 であ る。
4.経 済的 次元
仕 事は・「生 言ね を得 るた めの源泉 であ る。 しか し仕事は また経済 のた めの 資本 を生 み出す。 つ
まり仕事 を通 して の経済活動 は,「賃金基 金」 と 「資本基 金」 の相 方 を もつが,生 産性 は,基 金 の
額 によ って評価す る ことができ る。
5.権 力的次元
仕 事は,組 織 や集 団で実行す る場合,常 に権 力関係 が中に位置づけ られ る。 スゲ ジ ュ』 ル と作業
計 画に もとづいて,権 限の範囲が問題 に され る。 生産 性 は,事 前に設定 された 目標 に,ど の よ うな
参加 や コ ミッ トメン トが認 め られ たかであ る。
Druckerは以上 の多次元は,そ れぞれ独 立 してお り,個 別 に分析 が可能 であ り,そ うすべ きであ
ると断 言 す るが,生 産性 の指標 と して評価 した場合,こ れら5次 元 が同一方向 に機能 してい るとは
限 らない。われわ れは,こ れ まで基 本的な誤 りの二つが,一 つの次元 に固執 して,帷 一絶対 的な指
;標と主 張 してきた点 にあ ると思 われ る。
わ れわれは,こ れ らを どう統合 し,測 定 した場 合 の評価基準 は どうか,で あ る。
い ずれにせ よ,中 国労働者の場合,'あまりに も 「生理 的次元」 では,個 人差 が大 き過 ぎ作業 のペ
ー スが 自己中心 的であ る。「心理 的次元」 では,自 己実現 とい うよ り,作 業 に関 しては 現状維持 乃
至 は現状肯定的 であ る。「社会的 次元」 では,作 業状況 では,協 力援助 的な関係は 指摘 されな い。
「経 済的 次元」 では,明 日の生計 を提供 す る賃金基金が 中心であ る・。 「権 力的次元」 では,ほ とん ど
の労働者 が作業計 画や 目標設定 に参加 す ることはない。 また参加 に対す る積極 性 も評 価 されない6
通常,生 産 性 とは,「使 った もの に対 し,得 られた成果 は どれ'くらいか」,あ るいは 「投下 しだ コ
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ス トに対 し,生 嘩量は どうか」 とい うことで 評価 され る。 「使 った もの」 あるいは 「投下 した コス
ト」 とは,資 金,労 働 九 時間,設 備,機 器,原 材料,土 地 な どとい うことにな る。 そこで先述 の
5次元 も,何 を,ど れだけ使用 した かが問題 に され る。
生産性 を どう把 握 す るか,ま た それ を どう客観 的 に測定 す るかは,重 要な問題 であ る。
わ れわれ としては,同 一設備 で同一機器 を一定 の労働時 間,労 働者 が労働 す る限 りは,ほ ぼ生産
性 は コ ンスタ ン トに維持 され る と考 え る。 そ してそ こには ほ とん ど変化 や差 異が期待 されな いと考
5)
え るの がふつ うで あ る。少 くと も絶 えず生産性 を向上 させ るた めには,横 田澄 司は,つ ぎの4点 の
絶 えざる努 力,改 善 の継 続 を必要 とす る もの と仮定 してい る。
(1)品質 保証体制 の確 立
不 良品,欠 陥品 を排 除 し,品 質 の よい製 品のみ を,市 場 に提供 す るシステ ム管 理 の確立が のぞ ま
れ る。'
(2)一納期順守 の生産管理 の徹底'
生 産活動 の今後 の動 向 と して,短 納 期受注 が増 加 して い るが,い かに小 ロ ッ ト生産 に徹底す るか
であ る。 また 口常 の生産活動 の中で,現 場 の労働 者が気 づいた問題点 は,少 しで も改 善 のた めの工
夫 す る努 力がのぞ まれ る。
(3)コス ト、・ダ ウンの徹底強化
中国 も今後 は,人 件 費の増加が 予測 され る。 そのためには競争 力 を失わないだけ の コス}・ ダ ウ
ンが要 求 され る。 また コス ト ・ダ ウ ンす るには,ム ダの排除 も重要 であ る。
(4)高付加価 値製品 の方 向づけ
これには,高 度 な品 質の素材 を活用 した製品化,多 品種少量 生産 に よ り,市 場 の種 々な ニーズ を
充足 させ る方 向での生 産,複 合性 や互換性 の高い システム製 品へ の方 向があ る。
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6)
な い」 とい った問題点 が指摘 されてい る。 しか しこうい つた現実 に対 し,徐 々に改善 されて きてい
る とはい え,中 国労働者は,生 塵性 を どう評 価 してい るのか,生 産 性 を向上 させ るためには どうす
れば よいのか,企 業の民主的改革 のために,生 産 性 向上 と関係 づけて何 をなすべ きか,と い った問
題 を究明 し ようとした。 そこで主 と して 中国企業 の 「生産性」 や その向上に対 し,中 国労働 者 自身
は どの よ うな評 価 を してい るのか,把 握 す ることを本研 究 の 目的 とした。




















図1.本 研 究 の 概 念 図 式
従属 変数:H.「 生産 性」 に関 しては,
(a)生産性 とは何 か
(b)現在の生産性 満足度
(C)・生産性 向上 のた めの施策
IL「企業 の民主的改革 のための重要課題」 と して,
重要な改革 すべ き項 目
であ る。'この2つ の従属変数 に対 し,そ れ ぞれ問題点1,お よび問題 点2を 設 定 した。
独 立変数:1.「 中国労働者 のデモ グラフ ィックス」




以上の独立変数 と従属 変数 の関係 か ら,問 題 点1と 問題 点2が 設定 された。
中国企業 において・生産性 の低 さは客観 的 に評価 され るだけで な く・労働者 自身 も充分 認知 してい
る状態 であ るが,生産性 の低 さは同時 に製 品の品 質や性能 に も悪影響 し,ときには労働 者の事故 や職
場 の災害 に も導 きかねない。 そのため単 に生産 高の高低のみの問題 として,論 じるこ とがで きない・
本研究の結 果は,ク ロス集計す るこ とによ り,x2検定 された。
.問題 点 の 設 定
本研究は,中 国企業 において,'生産向上 のために何 をすべ きか,ま た 中国労働者 は生産性 につ い
て,ど の よ うな意識 を認知 してい るか に注 目 した。 そのため以下 の よ うな問題点 を設 定 した。
問題点1一(a)「生産性 に対 す る意 識」 の分析 中国労働 者の 勤労状態 については,さ まざ まな
評価が指摘 され るが,・かれ ら自身,.「生産性」 を どのよ うに 評価 レてい るかに注 目す る。 企業発展
の基本は,労 働 者の生 産性意識 にあ る.と思われ る。 中国労働者 の意識 は,通 常の 「生産性」 の定義
や:考え方 と異な ってい るのか,'独特 な評価 があ るのか ど うか,に 関心 が払われた。
問題点1一一(b)「生産性 に対 す る満 足度」 の分析 中国労働 者は,現 在の生産水準 に対 し,満 足
してい るのか ど うか,も し満 足 してい る場 合は,さ らに生産性 向 上の ために,何 らかの地築 を講 じ
なければな らない。 しか し不満 の場合 は,満 足感 を高め るために,ど のよ うな管理 を とるべ きかの
指標 を必要 と した。
問題点1一一(c)「出産性向上 のための対策」 の検討 現時 点での生産 水準 に対 し,中 国労 働者が
満 足,不 満足 のいずれを示 すにせ よ,さ らに生 産性 向上 のた めに,中 国労働者 は どの よ うな対策 を
必要 としてい るのかであ る。"く
特 に対 策 を特 定化す るために,企 業管 理 の どの側面 に注 目すべ きか,わ れわれは問題点 を明確 に
す るため検討 を必要 と した。
問題点2「 企業改 革 を推 め る上 での重 要事項」 の検討 企業 がさ らに成 長・ 発 展 を 遂 げ るた め
に,企 業総体 の レベルで ど う管 理すべ きか,が 問題 に された。た とえば企業幹部 の意識,理 念,資
質 に問題 があ るのか,組 織,制 度 の立案,運 用,管 理 に問題が あ るめ か,さ らに教育 訓練,機 械 設
備 か,な どさまざ まな問題,条 件 が指摘 され る。
中国労働者が,現 実 の職 場生活 にお いて,企 業の どの側 面,ど の レベルの問題 を改革 すれば・一・
層 の発展 が期待 され る,と 評価 して い るかであ る。
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調査期日と調査の実施
本調査 は,1988年6月初旬 よ り,同 年9月 末 日まで,中 国国営企業(北 京第一機床,北 京 内燃機
械)の 管 理者 お よび労働者 に対 し実施 され た。 その ため天安門事件前 の調査 として,位 置づけ られ
る。 限定 された労働者 の層 やサ とプルであ るとはい え,.当時 の実態 を理解す る上で,そ れな りの評
価が期待 され る。
調査 票は,生 産性意 識に関 す る評価,日 本企業 に関す る評 価,職 場施設,機 械器具 に関 す る評価,
企 業組 織,制 度 に関す る評価,職 場 内の対 人関係 に関す る評価,消 費意識 と将来 の ライフス タイル,
生活水 準 と労働観 な どに関す る評価な ど,148項目か ら構成 された。 本研究 では,た だ し生産性 の
問題 に のみ限定 して,デ ー タの分 析が試 み られ た。
配布 された調査票 は,1300部であ るが,中 国総 工会 の協 力によ り,回 収 された票 は,931部(回
収率71.6%)であ った。た だ し項 目に よっては,徹 底 した指示 にかかわ らず,空 白部分 のみ られた
回収 票 も数多 くみ られ た。
調 査 結 果
問題 点1一(a)「 生 産 性 に対 す る意 識 」 の分 析 こ の問題 に つ い て,「 生 産 性 が 高 い とい う こ と」
は,表2に お い て,結 果 が 要 約 され て い るが,
順 位1.「 時 間 当 りの生 産 量 が 高 い こ と」41.3%(n=・366)
(男性26.9%,女 性14.4%)
(30蔵以下14・4%,30歳 代14・8%,40歳代7.8%,50歳 代3.8%,60歳 以上0.5%)
'順位2
。 「企 業 の 実 績 の高 い こ と」38.5%(n・=341)
(男性22.3%,女 性16.1%)
(30歳以下10・3%,30歳 代14・0%,40歳 代8.2%,50歳 代5。6%,60歳 以.ヒ0.3%)
以 下 省 略
とい うこ と に な って い る。X2=120.492,・自由度72,P・レベ ル が0.03%と い うこ とで,き わ め て
高 い有 意 差 の み られ 々 こ とで あ る・ そ こで 上 位 順 位 の,特 に高 いパ ー セ ン トの 中国 労 働 者 に注 目す
る と,
・30歳代 男性 のr時 間 当 りの生産量 の多いこ と」9 。3%@=83)
・30歳代 男性 の 「企 業の実績の高 い こと」8 .5%(n=75)















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































以上 か ら,「30歳以下」 「30歳代」 の男性 は,い ずれ も 「生産性 とは,時 間 当 りの 生産 量 の 多い
こと」17.7%@=157)とな って,い かに生産 高 や生産量 が多 くと も,あ るいは少 くと も,そ れに
要 した 塒 剛 を重視 して いるこ とは・正 し刃'言轍 であP・ 「e全といえ る・
同 じ く30歳代 男性の8.5%が,「生産性 とは,企 業 の実績 の高 い こと」 と,企 業 レベルで の 「競争
意識」 を重視 した実績 に注 目 して いる こと も無視 できな い。
いずれ も男性 が,集 中 してレ)るこ とであ る。
問題 点1一一(b)F生産性 に対 す る満 足度」 の分析 こ こでの検 討は,現 在 の生産性 の レベ ルに,
満 足 してい るか ど うか の検討 であ るが,表3に,結 果演要約 されてい る。
順 位1.「 現在 の生産性 に満 足 していな い」83.2%(n=743)
(男性49.2%,女性34.0%)
(30歳以下25.6%,30歳代30.0%,40歳代17.1%,50歳代9.5%,60歳以上0・9%)
順 位2.「 わか らない」8,6%(n=77)
(男性4.8%,女 性3.8%)
(30歳以下4.1%,30歳代3.6%,40歳代0.7%,50歳代0.2%,60歳以上 一)




X2=・26・771,自由度18,Pレベル は8.34%とな って,信 頼 性が10%に近い こ とが理:解され る。





に集 中 してい る。
以上か ら,ど の年齢層 に も 「不満度」 が み られた が,そ の 中で ももっと も働 きざか りの 「30歳以
下」 お よび 「30歳代」 の男女労働者 が,も 一つとも 「現在 の生産性」 に対 し,不 満 をも って い ること
が理解 された。不満 があ るとい うこ とは,決 して現状 の生産 状況 や生産活動 に満 足 していな いこと
を表 わ して い る。 同時 に危機 意識 を も表 現 してい ることにな る。
7)
もちろん芝 山栄二 の中国企 業 の体験記 の中で,華 東 のあ る機械 工場 の ライン王入 が,ノ ル マが き



















































































































































































































































































































































































一 中国労働者の評価する 「生産性」とその満足度 一 ・25
と ころ,「大体 は,職 場 の上役 が決 めてい るよ うだ ……」 とい うことで,r時 タ現場 に行 って」 とか
「大体決 め る」 とい うことで,基 準 とな る工法 や標 準 タ イムが決 め られて いない,,と記述 してい る。
そ うなれば労働 者に と って 自信 を もって作業が で きず 「不 満の原因」 にな るの も当:然であ る。
問題 点1'一(c)「生産性 向上のた めの対策」 の検:討 この問題 については,:表4・に結 果が要約 さ
れてい る。Z2・=98.748,自由度72,Pレ ベル2.00%とな って,い か に高 い有 意性水 準がみ られ る
か である。特 に高い対 策 の項 目と しては,
順位1・ 「騨 者ρ給料 をア ・プす る」345%@二247)
(男性19.6%,女 性14.9%)
・
.(3・剃 下7・・30/・・3 撚 ・3・4%・4・歳 代5・40/・・5・歳 代a吻6・ 歳 以 上O・3%)
順位2.「 公平 な能 力評価 をす る」22。5%@=161)
(男性13;3%,女性9.2%)
隙 騨3%3・ 歳代8・10/・・4・歳代4・30/・・SO歳代2・5%160概 α3%)
以 下 省 略
とな って い る。
以上 の順 位1お よび順 位2の 中 で,も っ と も顕 著 な 高 いパ ー セ ン トの セ ル た つ い て,注 目す る と,
「労 働 者 の給 料 を ア ップ す る」 の
・30歳代 男性 の8 .1%@=58)
・30歳以 下 の 女性6 .6%@=47)
・30歳以 下 の 男性6.3%(n=45)
・30歳代 女 性4)5 .3%@=38)
とな って い るQ
そ してほ ぼ同 じ年齢層 であ る男女 の労働者のr公 平 な能 力評価 をす る」 ことが,生 産 性向上に,
大 き く影響す ることが明確 に された。 つ ま り,こ の表4か ら 「生産性 の向上 に影響す るのは,高 い
給与 と公平な能 力の評価 」 とい うことが理解 された。
中国労働者 に とって,「高 い給与」 は,豊 かな消費生活 を志 向す る上 で 欠 くことの で きな い条件
と思 われ る。 いかにかれ らが低賃金 であ るのか,・低所得 で生活 を営 んでい るみか と.自己評価 してい
る。「公平 な能 力評価 」 も,労 働意欲,能 力資質,専 門知識,'あるいは実績な どによ り,給 与,昇
進昇格,適 正配 置 をのぞむ」 ことを,い かに充 足 され るかであ る。 換言 すれば,現 実の評価 が,い
か にか れ らに とって不公平 な処遇 を受けて い ると評価 してい るかであ る。 これ ら労働 者の期待条件
こそ,企 業管理 において,充 足 させ る方 向に努 力す るこ とで,こ れヒ そが生産性 向上 のた めの条件
であ ること,ま た充足 され る方向で,企 業管理 の さまざ まな部分 で施策 を講ず る こと こそ,一 層 高



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一 中国労働者の評価する 「生産性」とその満足度 一27
入手 したい消 費財 が,.街に溢 れて販売 され てい るが,一 般 の中国労働者 に とって容易 に購入で き
ないのが,か れ らの現状であ るであ る6
これまで賃鉢 ・劫 かじめ決められた等級に応 じて支払われたため嫁 じめに労働 しても・不
まじめでも・給料はあ却 違わなかった・ま旗蝋 様 績がどう飾 れ・幽 鎌 は俘"産すること
はないた め,労 働意欲 が高 まるこ とは期待 できない。 かれ らの主張 す る給料 のア ップは,基 本給 よ
りも奨励給 の部分 を増やす ことにあ り,高 い生産性 の労働者 にそ うでない労働 者 よ り・ 多 くの額 を
支 払 うべ きで あ る こ とを撮 して 峨 ・:tl..
問題 点2.「 企業改革 を進 め る上 での重要事項」 の検討 この問題 につい ては,表5に 結果が要
約 されてい る。 園答 に当 っては,8項 口中,3項 目を順位1か ら,2,3と 選択 させ,そ の うちの
順位1と 選 択 し恋項 目のみの集計 であ る。xi=98.970,自由度63,Pレ ベル1%水 準以下 と,き わ
めて高い有意水準 を示 してい る。特 に高い回答項 目と して,
願 断1.「 工;場長責任制 を実施 す る」68.6%(n=578).,
(男性3的 修 女1生29・3%)
(30剃 下 、20・9%,30歳代24・8%,40歳 代14・5%,50歳 代7・6%,β0歳 以 上O・8%)
と圧 倒 的 に 高 いパ ー セ ン トを示 して い る。
順 位2・ 「従 業 員 の木 裏 考課 は,仕 事 の成 果 を基 準 に す る」16・7%(n■141>
(男性10.7%,女 性6.0%)
(30戚以 下i7.1%,30歳代5.8%,40歳 代2.8%,50歳 代0.8%,60歳 以 上0.1%)
で あ る。
以 下 省 略
い ず れ に せ よ,表5ゐ セル の 中 で,高 い パ ー セ ン トの 項 目は,や は り 「工 場 長 責任 制 」 の 問題 にさ
限 定 され るが,'!
・3・歳代 雛 の
1・4・1,・%(n一・・9)
・30歳以下 の女 性 、11.…7%(n=99)i
・30歳代 女 性 の:10.:7%(Zt=90)
・30歳以下 の 男性9・:1%(n=77)
・40歳代 男性 の t t8・:3%(n=70)'
'50歳代 男性 の
,7・ 、2%@=6P..,
・40歳代 女 性 の 躍6.2%@=52)
く
とな って,50歳代 の女性,お よび60歳以上 の男女以外 は,「 企業改革 を進 め るためには,よ い工
…
場長に企業管理の大幅な権限を付与すづきである」といらた評価をしてお穿 つづいて 「従業員に






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































+一一 中国労働者の評価する 「生産性」とその満足度 一29
責任 制」 を評価 してい る点は,無 視 できない。
工場 長の権 限 の回復 については,第 二次5か 年 計画で,1961年一1965年に,企 業の経営権 を,党
か ら行政 系統 に もどして,工 場 長に 自由裁 量権 を もつ よ うにな った とされてい るが,ま だ不充分 と
い われてい る。 さ らに1984年10月「三 中全会」 で も問題 に された ため,党 委員会書記 が徐 々に,人
事,生 産計画,資 金調達 に大 きな発言権 を抑 え,む しろ縮 少 の方向 にあ るといわれてい る。 しか し
未だ 中国労働 者 にと って,不 満 の原 因 として残 されてい るよ うに思われ る。本研 究 にお いて も,こ
の不満が表 出 された と思われ る。
本研究の要約と今後の方向
本 研究 の結果 は・問題 点1お よび問題点2と 分割 して・ 分析 ・検 討 さ,れたが・最終的 には図2の
よ うに まとめ られ る。
個 々の変数や それ らの関係 については,図2の よ うに,一 つに体系化 して問題解決 す ることが可








































図2.本 研 究 の 績 果 と 今 後 の 研 究 仮 説
30'一 経 営 .論 .集r
I.「 中国労働者」 は,男 女 の30歳未満か ら60歳以上 と幅広 く,対 象に調 査 されたが,ど の場 合
も30歳以下 と30歳代 の男女 労働者群 に集 中 して,一 つの傾 向 が把握 された。 まず
1と 皿では,,上記 の限定 された対象者 で,∬ ド 「生産性」 の内容 が明 らか に された。
ω 生産性 とは,「確聞 当 りの生産 量の多い こと」 とい った 回答が 多 くみ られた。 この ことは 」
ただ単純 に長時 間,労 働 す るこ とだけでは不 十分 で,一 定時間 内に どの程度 生産 したか ど,理
解 してい ることであ る。 ・
豆 「企 業の実績 の高 いこと」 で,個 人 レベルで の生産 高や 生産額 も,ま た一定期 間の実績 も重
要 であ るが,企 業 レベルでそれ を継続 した実績 の傾 向 として,重 視 してい るこ とである。
1と皿 とでは,上 記の限 定 した対象者 か ら 皿・ 「生産性 に対 す る満 足度 」 について・ 決 して 「満
足 していな い」 ことであ る。何 とか現状 を打破 して,よ り高い生産性へ の努 力が必要 であ ると,評
価 してい るよ うで ある。少 くと も不満 をもってい る ことは確認 されたδ
1とIVでは,や は り上記対象者 に よ り,l
W.'「生産性 向上のための対策⊥ どして,か れ らは ω 「給一与をア ップす ること」,つ ま り 奨励 給
や出来高払 い制 の徹底 した実施 で,真 に努 力 した り,実 績 の高 い労働者 に報償 金 と して賃金 ア ップ
であ る。
② 「公平 な能 力が評価 をす ること」 で,、給与 以外 に,公 平 かつ 客観的 な 評 価に もとつ く人事管
理 を期待 してい る。つ まり公平 な昇給 昇格,適 正配置 に よ り,生 産性向上 が実 現 され るとい う
ことで,こ の(1)および(2)をそれぞれ個別 に改善 するめではな く,同 時に併行 して,あ るいは組
合わせ ることに よ り,,生産性 め向上 が期待 され るといえ る。
1とVで は,Ji記対象者以外 に も,50歳代 まで統計的 に拡大 して解釈 が可能 であ るが,生 産性 向
上 の対策 を成功 させ るた めに も,ま た中国国営企業 がさ らに発展す る上 で も,
V.「 企 業i改革 の重要嘉項」 と して,「工場長 の責任制強 化」 を評価 してい る。1989年に,全63
条 よ りな る 「中国全民所有制ユ三業企業法」 が制 定 され,明 確 に 「企業は工場長 責任制 を実行 す る」
としなが ら も,不 完全 で,不 まじめな労働 者を解雇 した り,優 秀な人材の採用 がで きない。必 要な
融
資材 が確保 できな い,納 期 が守 れない,と い った不満 が指摘 されて きた。
中国労働 者 にと って,一一一paの生産性 向上 のため,30歳以下,BO歳代 の男女労働 者 を中心 にジ人材
育成 す る努 力が のぞ まれ る ものの,本 研 究か ら今後 の研 究方 図 と して,以 下 の仮説 が設 定された。'
仮説1.現 在の生産性不満 を,満 足の方 向に転換 す るだ めVごは,正 しいf生 産性意識」 を徹底,
強化 す ることに よ り方 向づけ られ る。
仮 説2.現 在の生産性不 満 を,満 足の方 向に転換 す るた めには,労 働者の 「給与 ゲ ップ」 と 「公
平 な能 力評価」 を組合わせて断行 す ることに よ り,可 能 であ る。
仮説3.正 しい 「生産性意 識」 を徹底,強 化 するためには,、労働 者の 「給 与 ア ップ」 と 「公平な
一 中国労働者の評価する 「生産性」とその満足度 一31
能 力評 価」 と組合 わせて断行 す ることに よ り,可 能 であ る。
仮説4.「 労働 者 の生産性不満 」は,「工場 長 の責任制」 の実施が充分 でないため と思われ る。
以上,本 研究 にお いては,中 国労働者 の生 産意識 お よびその向上 を中心 に,検 討 された。
9)
もちろん企業管理 の レベルで アン ドリュー ・ウエ イスが,日 本企業 の高 い生産性 をア メ リカ企業
と比 較 して指摘 してい るが,(a)作業 員1人 当 りの生産技術 エ ンジニアの数の多い こ と,㈲ 作業員
を選 別 して採用 して い ること,(c)勤続年 数 が同 じで も給 与額 は異な る とい った管 理方式の違い を
指摘 してい るが,こ れ ら方式の導入 が必要 と思わ れ る。
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